
御堂筋ダイビル
周囲の都市環境に呼応する双方向型ウェルネスオフィスビル

建築物概要

▪所在地：大阪市中央区南久宝寺町4丁目

▪建築主：ダイビル株式会社

▪設計者：株式会社日建設計一級建築士事務所

▪用　途：事務所、物販店舗、自動車車庫

▪敷地面積：1,492㎡

▪建築面積：1,102㎡

▪延べ面積：20,276㎡

▪構　　造：鉄骨造、一部鉄骨鉄筋コンクリート造

▪階　　数：地上20階/地下1階

▪CASBEE評価：Sランク/BEE値4.2

▪重点評価：�CO2削減4.0/みどり・ヒートアイランド対策4.0/�

建物の断熱性能4.0/エネルギー削減5.0/�

自然エネルギー直接利用4.0

建物断面構成図

ZEB Oriented 達成 

（事務所部分） 

CASBEE 

スマート

ウェルネスオフィス

S ランク達成

【立地、周辺環境】

大阪メトロ御堂筋線本町駅と心斎橋駅の中間に位置し、オフィ

ス街・商業街の結節点として多様な価値観が交錯するエリアを敷

地とする。

御堂筋に面し、また難波神社を隣地とする、御堂筋の緑と空への眺望が得られる稀有なポテンシャルを持った立地。

【総合的なコンセプト】

周囲の都市環境に呼応する双方向型ウェルネスオフィスを志向。

外装は、難波神社に接し、御堂筋の緑と空への眺望が得られる稀有な立地条件を活かした「ビューポテンシャルの可視化」によるコンピュテー

ショナルなフィン配置の最適化を行い、眺望と環境性能を両立するデザインを創出。

低層部は、2階レベルをテラス化することで天空率による基準階貸室の最大化を達成し、オフィスエントランスとテラスを2階に設けること

で御堂筋の銀杏並木の価値を最大限享受できる「御堂筋における2階の価値」を提案。
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環境配慮事項とねらい

 
 
 

1. 

・ ２階レベルをテラス化することで天空率による基準階貸室の最大化を達成し、オフィスエントランスとテラスを２階に設けることで御堂筋の

銀杏並木の価値を最大限享受できる「御堂筋における２階の価値」を提案

・ 過去のダイビルシリーズから連綿と続く、ダイビルの代名詞ともいえる「オフィスと緑の共生」をテーマに低層階に周囲の緑量を引き込み、

御堂筋・難波神社と立体的につながる、テラス・ラウンジを内包したプレミアムフロアを計画

●●「「眺眺望望」」とと「「環環境境性性能能」」をを両両立立すするる外外装装計計画画

●●「「御御堂堂筋筋ににおおけけるる新新ししいい 22 階階のの価価値値」」のの提提案案

●●基基準準階階とと低低層層階階ををつつななぐぐ WWeellllnneessss 階階段段

・ 難波神社に接し、御堂筋の緑と空への眺望が得られる稀有な立地条件を活かし、「ビューポテンシャルの可視化」によるコンピュテーショナルな

フィン配置の最適化を行い、眺望と環境性能を両立する外装デザインを創出

・ 貸室内への柱の突出を最小化するため柱型を外部側へ露出し、生み出された柱型の奥行 500 ㎜の範囲で環境負荷抑制フィンを設けている

柱型の奥行 500mm の範囲で環境負荷抑制フィンを設置 

眺望のよい場所はフィンを少なく、そうでない場所はフィンを多くして日射遮蔽に特化させる 「ビューポテンシャル」の可視化によるフィン配置の最適化 

「都市とつながる立体的広場」として新たな価値を提供する 2 階テラス 御堂筋の銀杏並木の価値を最大限享受 御堂筋・難波神社と立体的につながる 

周辺の豊かな緑量を低層階に引き込む 

・ 色彩の変化と木漏れ日照明の変化に

より、歩いてみたくなる「Wellness 階

段」を実装

・ 木漏れ日照明は昼光が入らない天候・

時間帯でも Biophilic な模様を壁面

に映し出し魅力的な空間を演出

・ スマホの Wellness 階段アプリから階

段利用による消費カロリーを確認で

き、段数に応じて獲得したポイントを

2 階ラウンジで利用可能 窓廻りの色彩と木漏れ日照明が各階で変化 曇天・夕刻の木漏れ日照明 Wellness 階段アプリ

GGoooodd!!  

眺眺望望のの良良ささ  
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